
（別紙３）

～ 令和　7年　2月　15日

（対象者数） 14名 （回答者数） 14名

～ 令和　7年　2月　15日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・信頼関係を築き安心して過ごせるよう努力していく。

2

・内容を充実させ、楽しく参加できるよう努力していく。

3

・色々な工場や会社訪問から作られる工程を知り、気づきに
繋げられるよう努力していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・職員が増員したことで見守りは安定してできるようになっ
たため、クールダウンは２階事務室でもできるようにしてい
る。

2

3

○事業所名 りんくはこだて

○保護者評価実施期間 令和　7年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

令和　7年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・子どもが落ち着いて過ごすスペースが少ない。 ・クールダウンする時等、部屋を分けている。

・子どもや家族の悩みごとに親身になって相談にのってい
る。

・定期的に声掛けを行い、いつでも相談できるようにしてい
る。

・兄弟や家族交流を踏まえたレクリエーションを行ってい
る。

・りんくで過ごしている子どもの様子を見たり、家族同士の
交流が増やせる場をつくる。

・外出や工場見学等、様々な体験ができるよう考えている。 ・遠出したり、普段見学できない工場や会社等の働いている
様子や体験ができる。

事業所における自己評価総括表 公表 


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

